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沖縄の良さは、時間のながれの緩やかさだ！！（観光旅行にはない 
ユッタリした体験に、皆様大満足！！リピーターが確実に増えた瞬間）

（ついつい時間が延びてしまった。時差があっても６時を 

 回ればさすがに薄暗くなる。（この時期の福島は５時には暗い。）） 
 

イベートリゾートオクマ 9：30------道の駅『許田』------（ビオスの丘 11：00 約８０分） 

空港着 13：30（昼食）-------那覇空港 15：25----

の駅「許田」の個性的な物産！！ 

最近の人気
ＪＴＡ-156 
--------------福島空港 17：50 
スポット「ビオスの丘」へ 



 

 

・交流事業を終えて 

この事業は昨年の 12 月に、「長寿のヒントを得る旅」をウェーブゆいの『老後を心豊かに生きら

れる社会づくり』というコンセプトに沿って、沖縄北部に焦点を絞って調査を開始したことに始ま

ります。幸いにも「やんばる森のトラスト」のメンバーである市田さん、陶芸家の島袋氏に出会え

たことは、私たちにとって幸運でした。やんばる地区の良さ、何よりも双方に「ゆい」の成り立つ

条件があることが話し合いの中で見出せました。南北の地域差を補完できる「何か」があることを

沖縄に行き続けることで「のびやかな時の流れ、中山間地のわれわれの地域にない海と亜熱帯の森

と貴重な生物たち」の中に感じております。 

また、繰り返し交流し続けることの可能性を、今回参加の皆様への聞き取りによって明らかに 

なったこと（「寿命が 3年延びた」とは、参加の高齢者からの言葉）は、企画側として大変うれし
い出来事です。NPO法人の双方とも、草創期にあたります。お互いに出来ることを持ち寄ってい
ければ「得がたい経験」を積み重ねることができるものと確信しております。 

 やんばる地区はエコツアーの先進地としても知られており、私たちの住む地域に「おもしろいヒ

ント」を戴けるのではないかとも考えております。 

 いずれにしろ、今回のトライアルに参加いただいた皆様、支えていただいた双方のスタッフには

衷心より感謝いたします。 

次年度には、よりいい企画として練り上げていきたいと考えております。 

 


